


目的 

形態的な判定による小奇形を除いて、計測によって判定が可能な小奇形について、客観的

な診断を可能にするような計測機器の開発を目的とする。 

またこれらを含めたチェックシートは、検査項目の見落としを防ぐ意味で必要であり、特

に発達健診などの二次健診体制に求められる。この様式についても検討したい。 


